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統合小中学校建設事業
（土地購入費及び補償費・登記委託料） 5,478万円

教育費（増額） 2億5,751万円

笠間中学校プール屋根等改修事業 1,316万円

白山の世界遺産登録推進事業 100万円
寅若繁回顧展開催準備事業 284万円

中部日本スキー大会開催補助事業 180万円
人件費調整による増額 4,867万円

美川港航路閉そく復旧事業
7月豪雨災害復旧事業 3,357万円

1,099万円

災害復旧費（増額） 4,456万円

特別会計

国民健康保険特別会計（増額） 387万円

県支出金・繰入金・支払基金交付金

保険給付費（地域密着型サービス、居宅
サービス、高額介護サービスの増額） 3億97万円

歳入

歳出

簡易水道事業特別会計（増額） 346万円
諸収入
給水事業費（緊急修繕） 346万円

歳入
歳出

観光事業特別会計（増額） 3,411万円
繰入金
中宮施設事業費 5,590万円

歳入

歳出

温泉事業特別会計（増額） 80万円

使用料及び手数料・国庫支出金・諸収入・市債
公共下水道管理費 1,060万円

歳入

歳出

松任地域成地区土地区画整理事業
に伴う管渠工事の減額など △8,000万円

松任中央浄化センター水処理施設
建設工事 6,300万円

西南部浄化センター落雷対策工事 4,000万円

債務負担行為補正

新工業団地調査事業（期間平成19年度）

統合小中学校建設事業（期間平成19年度） 6,000万円
650万円

小学校管理事業費 2,996万円
要保護・準要保護児童就学援助費 1,256万円
外国語指導助手配置事業 225万円
小学校パソコン環境整備事業 145万円

鳥越高原大日施設事業費 △2,178万円

笠間中学校プール屋根等改修事業（期間平成19年度） 3,070万円

地方債補正

統合小中学校建設事業（合併特例債）

施設災害復旧事業（災害復旧事業債） 1,420万円
5,150万円

12
月
定
例
会
概
要
平
成
18
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会

市
長
か
ら
、
白
山
瀬
女
高
原
ス
キ
ー
場
へ
の
経
営
支
援
な
ど
補

正
予
算
案
７
件
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
な
ど
条
例
案

10
件
、
事
件
処
分
案
13
件
、
決
算
の
認
定（
継
続
審
査
）14
件
、
専

決
処
分
の
承
認
１
件
の
計
45
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
議
案
は
各
所
管
の
委
員
会
に
付
託
後
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
本

会
議
に
お
い
て
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
５
日（
火
）〜
20
日（
水
）

指定寄附による図書等購入事業 1,150万円

介護保険特別会計（増額） 3億4,793万円

下水道事業特別会計（増額） 3,370万円

■
補
正
予
算
案

　

総
務
費
で
は
白
山
瀬
女
高
原
ス
キ
ー
場
（
白
山

レ
イ
ク
ハ
イ
ラ
ン
ド
）へ
経
営
支
援
と
し
て
補
助

金
８
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
、
第
三

セ
ク
タ
ー
と
は
い
え
民
間
会
社
に
対
す
る
支
援
を

問
題
と
す
る
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
旧
尾
口
村
か
ら
の
経
緯
や
支
援
を
打
ち

切
る
と
会
社
は
経
営
破
綻
に
陥
る
と
述
べ
、
平
成

19
年
６
月
議
会
に
は
市
営
５
ス
キ
ー
場
に
加
え
対

応
策
を
打
ち
出
す
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。ま

厳
し
い
財
政
下
で
の

議
案
提
起
と
受
け
止
め

一
般
会
計
６
億
３
６
０
０
万
円
の
補
正
を
承
認
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◎12月定例会概要

市税
国庫支出金
県支出金
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入 1,984万円

7,283万円
1億9,964万円
1,165万円
3,237万円
2,068万円

2億円

白山レイクハイランドへの補助金
CATV加入に伴う宅内工事費の助成金
コミュニテイ助成事業（こども和太鼓サスケ）
人件費調整による増額 2,388万円

250万円
1,980万円
8,000万円

総務費（増額） 1億2,792万円

歳出の主なもの

歳入の主なもの

一般会計

高齢者福祉タクシー利用料金助成事業
介護サービス利用料助成事業

子育て支援医療給付事業 250万円

380万円
700万円

民生費（増額） 2億1,085万円

住宅用太陽光発電システム設置補助金
後期高齢者医療広域連合分担金 479万円

114万円

衛生費（減額） △2,202万円

国民健康保険特別会計繰出金 387万円

人件費調整による減額 △3,819万円

農林水産業費（減額） △3,784万円

県鉄工団地、横江工業団地における下水道整備補助金
工業振興預託金事業
新工業団地調査事業
鳥越高原大日スキー場ゲレンデ復旧事業 300万円

350万円
650万円

1,920万円

商工費（増額） 4,004万円

観光事業特別会計繰出金
　（白山中宮温泉スキー場）
　（鳥越高原大日スキー場）

9,031万円
（6,090万円）
（2,941万円）

徳光PAスマートIC整備事業 450万円

土木費（増額） 1,392万円

市営住宅管理費 800万円
人件費調整による増額 217万円

市債（借金） 6,570万円

介護保険特別会計繰出金
放課後児童クラブ事業運営委託 282万円

8,901万円

法人保育園運営費負担金 2,070万円

管外保育委託 1,075万円
市立保育所費 3,081万円
人件費調整による増額 9,151万円

人件費調整による減額 △3,080万円

人件費調整による減額 △8,408万円

た
商
工
費
で
も
鳥
越
高
原
大
日
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン

デ
復
旧
事
業
と
し
て
３
０
０
万
円
の
計
上
が
あ

り
、執
行
部
か
ら
は
、今
後
ス
キ
ー
場
と
し
て
ど
の

よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か
を
目
的
と
し
た
改
修
調

査
費
で
あ
る
、と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
新
規
事
業
と
し
て
、
白
山
ろ
く
地

域
の
屋
根
雪
お
ろ
し
が
困
難
な
要
援
護
世
帯
に
１

回
３
万
円
の
助
成
で
90
万
円
、
平
成
19
年
４
月
か

ら
医
療
費
助
成
を
現
行
の
就
学
時
前
ま
で
を
６
年

生
ま
で
に
拡
大
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
に
２
５
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
教
育
費
で
は
統

合
小
中
学
校
建
設
に
か
か
わ
る
土
地
購
入
費
等
で

５
４
８
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。結
果
と

し
て
、
本
会
議
に
お
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
反
対
す
る
立
場
で
討

論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
提

案
さ
れ
た
補
正
予
算
案

は
賛
成
多
数
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

■
条
例
案

「
子
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
条
例
」が
可
決

　

こ
の
条
例
は
人
間
と

し
て
大
切
な
子
ど
も
の

権
利
（
安
心
し
て
生
き
る

権
利
、
守
ら
れ
る
権
利
、

「美川Hello会議」の皆さんがいじめや虐待をテーマに、
「子どもの権利」について考えようと寸劇でアピール。
（11月12日、美川文化会館）
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◎12月定例会概要

　

写
真
で
見
る
決
算

平
成
17
年
度
決
算
を
認
定

　

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
を
初
め
と
す
る
各
会
計
の

決
算
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
後
、
第
４
回
定

例
会
に
お
い
て
、賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
白
山
ろ
く
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業 

２
億
円

○
老
人
保
健
事
業 

２
億
３
７
５
５
万
円

○
か
わ
ち
農
林
水
産
物
加
工
施
設
整
備
事
業 

３
４
７
７
万
円

○
市
営
住
宅
建
替
事
業 

３
億
５
４
３
１
万
円

○
消
防
団
総
合
整
備
事
業 

３
１
８
４
万
円

○
市
民
工
房
う
る
わ
し
事
業 

６
億
５
２
７
９
万
円

よ
り
良
く
育
つ
権
利
、参
加
す
る
権
利
）の
保
障
と

大
人
の
役
割
や
行
政
の
施
策
を
定
め
、
す
べ
て
の

子
ど
も
が
幸
福
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。市
長
は
、子
ど
も
た
ち

が
積
極
的
に
市
政
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
や
、
悩

み
を
相
談
で
き
る
専
用
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
を

表
明
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
国
連「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」
の
理
念
に
基
づ
い
た
条
例
は

県
内
初
で
あ
り
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。ほ
か
に
条
例
案
と
し
て
市
民
温
泉
の

大
人
料
金
を
20
円
引
き
上
げ
る
こ
と
や
、
合
併
時

か
ら
区
域
ご
と
に
格
差
が
あ
っ
た
上
下
水
道
料
金

の
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
ス
キ
ー
場
対
策
特
別
委
員
会
」を
設
置

　

議
会
最
終
日
の
本
会
議
は
、
平
成
17
年
度
決
算

を
賛
成
多
数
で
認
定
し
た
後
、
議
会
提
出
議
案
と

し
て
①
道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
（
賛
成

多
数
）、②
森
林
整
備
・
保
全
を
求
め
る
意
見
書（
以

下
全
会
一
致
）、
③
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
に
関

す
る
意
見
書
、
④「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
」の

更
な
る
体
制
整
備
・
充
実
を
求
め
る
意
見
書
⑤「
マ

ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
早
期
全
国
展
開
を
求

め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ス
キ
ー

場
再
編
を
検
討
す
る
た
め
議
員
17
名
で
構
成
す

る「
ス
キ
ー
場
対
策
特
別
委
員
会
」の
設
置
が
決
ま

り
、委
員
長
に
石
田
正
昭
、副
委
員
長
に
村
本
一
則

の
両
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

子育て支援センター整備事業………… 1億6,253万円 蕪城小学校改築推進事業…………… 21億1,981万円

観光インフォメーションボード
設置事業………………1,419万円
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質
問 　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
白
山
市
総
合
計
画
」

に
団
塊
の
世
代
を
ど
う
位
置

づ
け
る
か
問
う
。

 

市
長 　

高
度
経
済
成
長
を
担

い
、
戦
後
日
本
を
支
え
て
き
た

活
力
あ
る
世
代
で
あ
り
、
そ
の

力
と
知
恵
を
最
大
限
に
取
り

入
れ
、
今
後
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
っ
て
も
ら
う
。

 

質
問 　

こ
の
世
代
の
知
識
や

経
験
、
自
己
実
現
の
意
欲
を
地

域
に
活
か
す
た
め
の
、
地
域
社

会
参
加
へ
の
整
備
条
件
を
問

う
。

 

助
役 　

市
民
参
加
に
よ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
育
成
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
窓
口
の
一
元
化
な
ど
、

市
民
の
交
流
、
地
域
社
会
へ
の

参
画
に
向
け
環
境
の
充
実
を

図
る
。

 

質
問 　

企
業
の
労
働
力
の
確

保
と
人
材
の
育
成
を
問
う
。

 

産
業
部
長 　

企
業
協
議
会
等
を

通
じ
、「
高
齢
者
雇

用
安
定
法
」を
各
企

業
に
広
く
周
知
徹

底
す
る
。ま
た
、
市

技
能
功
労
者
表
彰

等
を
通
じ
、「
も
の

づ
く
り
技
術
」の
伝

承
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
る
。

 

質
問 　

県
外
の
団
塊
世
代

の
、
白
山
ろ
く
地
域
へ
の
呼
び

込
み
や
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
人
口

定
住
促
進
策
を
問
う
。

 

企
画
財
政
部
長 　

白
山
麓
地

域
未
来
創
造
研
究
会
を
設
立

し
、
都
市
で
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
地
方
で
趣
味
の
時
間
を
過

ご
す
二
地
域
居
住
策
を
進
め

る
な
ど
、
地
元
の
人
た
ち
と
協

議
し
、
定
住
化
の
促
進
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
む
。

 

質
問 　

急
速
に
進
む
高
齢
化

社
会
で
、
団
塊
の
世
代
の
健
康

維
持
を
問
う
。

 

健
康
福
祉
部
長 　

二
つ
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
高
齢
者
の
社
会
参
加
や

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

 

質
問 　

借
金
の
繰
上
償
還
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

に
残
高
が
増
え
て
い
る
。残
高

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
、
各
部

署
で
ど
の
よ
う
な
工
夫
と
努

力
を
し
た
の
か
。下
水
道
工
事

と
除
雪
に
金
が
か
か
っ
た
の

は
や
む
を
得
な
い
が
、
繰
上
償

還
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
が

そ
の
ほ
か
に
あ
っ
た
の
か
。

 

企
画
財
政
部
長 　

事
務
の

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
合
併
前
の
旧
自
治
体
か

ら
引
き
継
い
だ
建
設
事
業
を

行
っ
た
の
で
、
繰
上
償
還
が
で

き
な
か
っ
た
。

 

質
問 　

財
政
健
全
化
の
た
め

に
外
郭
団
体
、
第
三
セ
ク
タ
ー

を
含
む
借
金
総
残
高
に
上
限

を
設
け
な
け
れ
ば
、
目
標
で
あ

る
歳
出
構
造
の
見
直
し
を
断

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

企
画
財
政
部
長 　

将
来
の
経

済
情
勢
の
想
定
が
困
難
な
た

め
、
借
金
総
残
高
は
設
定
で
き

な
い
。

 

質
問 　

歳
出
構
造
見
直
し
の

一
環
と
し
て
、
ハ
コ
モ
ノ
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
、

及
び
保
育
所
の
民
営
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

企
画
財
政
部
長 　

利
用
者
等

の
合
意
を
得
る
こ
と
を
含
め

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。保
育

所
は
前
段
と
し
て
、
西
南
幼
稚

園
を
金
城
大
学
に
引
き
受
け

て
も
ら
う
よ
う
に
調
整
中
で

あ
る
。

 

質
問 　

行
財
政
改
革
の
進

捗
状
況
は
、
行
革
戦
略
会
議
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
で
は
な
く
、

議
会
が
す
る
の
が
本
来
の
姿
で

あ
る
。そ
の
よ
う
に
改
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

企
画
財
政
部
長 　

議
会
に
も

進
捗
状
況
を
報
告
す
る
よ
う

に
し
、
そ
の
結
果
を
そ
の
後
の

プ
ラ
ン
に
活
か
し
て
い
く
。

 

質
問 　

各
中
学
校
に
お
け
る

高
校
別
進
学
者
数
を
議
会
に

開
示
し
、
そ
れ
を
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
に
結
び
付
け
て
い

く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。し
か
し
議
会
に
開
示
す

る
こ
と
が
、
な
ぜ
学
校
で
の
過

度
の
競
争
を
あ
お
る
こ
と
に

な
る
の
か
。

 

教
育
委
員
長 　

高
校
の
序
列

化
に
結
び
付
く
恐
れ
が
あ
る
の

で
開
示
し
な
い
が
、
各
学
校
に

お
い
て
さ
ら
な
る
学
力
向
上
を

め
ざ
す
た
め
、
学
校
長
に
聴
取

し
懸
命
に
奮
闘
し
て
い
る
。

 

質
問 　

そ
の
資
料
を
議
会

に
開
示
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
議
会
に
教
育
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
ず
、
議
員
の
活

動
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。民

主
主
義
を
根
底
か
ら
崩
す
よ

う
な
こ
と
が
、
ど
の
法
律
に

よ
っ
て
教
育
委
員
会
に
与
え

ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

教
育
委
員
長 　

法
律
を
超
え

る
道
義
的
、
倫
理
的
な
対
応
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

水上 俊明

Ｑ 

借
金
が
多
す
ぎ
る
の
で

 

そ
の
上
限
を
設
け
て
お
く
べ
き
だ

Ａ 

地
域
経
済
の
長
期
予
想
は

 

難
し
い
の
で
そ
れ
は
で
き
な
い

小川 義昭

Ｑ 

『
団
塊
の
世
代
』の
対
策
を

 

急
げ

Ａ 

活
力
あ
る
世
代
の
対
策
に

 

取
り
組
む

中高年者を対象としたパソコン講習会

小川 義昭

水上 俊明
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い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

 

質
問 　
「
い
じ
め
」
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

 

教
育
長 　

人
間
と
し
て
、
し
て

は
い
け
な
い
卑
怯
な
行
い
だ
と

考
え
て
い
る
。軽
い
遊
び
や
悪
ふ

ざ
け
で
も
、い
じ
め
ら
れ
る
側
の

苦
し
み
・
痛
み
は
深
刻
で
あ
り
許

さ
れ
な
い
。傍
観
も
同
様
だ
。被

害
者
が
苦
し
ん
で
い
る
以
上
い

じ
め
と
と
ら
え
、真
摯
に
受
け
と

め
て
、早
期
の
発
見
・
解
決
に
全

力
を
尽
く
し
た
い
。

 

質
問 　

競
争
と
管
理
の
教
育

が
、
子
ど
も
に
ス
ト
レ
ス
を
負

わ
せ
、
い
じ
め
の
温
床
を
広
げ

て
き
た
。学
校
と
教
師
を
数
値

目
標
で
競
わ
せ
る
こ
と
が
、
い

じ
め
を
隠
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
の
指
摘
も
あ
る
。教
育
基

本
法
の
改
定
で
こ
れ
が
改
善
で

き
る
の
か
。

 

教
育
長 　

改
定
教
育
基
本
法

に
は
、
自
他
の
敬
愛
と
協
力
、
生

命
の
尊
重
な
ど
が
う
た
わ
れ
、

こ
れ
は
大
事
な
視
点
だ
と
思

う
。い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
ど
こ

で
も
起
き
得
る
こ
と
で
、 

未
然

防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ど
う
対
処
し
解
消
し
た
か
が
大

事
だ
。学
校
評
価
は
、
学
校
を
活

性
化
さ
せ
、
質
の
良
い
教
育
を

提
供
す
る
た
め
の
制
度
で
あ

り
、
い
じ
め
を
放
置
し
た
り
助

長
す
る
も
の
で
は
な
い
。

 

質
問 　
「
先
生
に
話
し
て
も

解 

決
し
な
い
」と
い
う
声
を
、重

く
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
こ
を
ど
う
改
善
し
て
い

く
の
か
。

 

教
育
長 　

教
師
は
多
忙
な
中

で
も
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
あ

え
る
時
間
を
多
く
と
り
、
苦
し

ん
で
い
る
子
ど
も
の
目
と
表
情

を
読
み
と
る
中
で
、
い
じ
め
の

芽
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

大
事
。こ
れ
を
学
校
現
場
に
強

く
指
導
し
て
い
く
。

 

質
問 　

相
談
体
制
や
関
係
部 

署
の
連
携
が
、
い
か
に
「
機
能
」 

し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
。現

状
認
識
と
今
後
の
改
善
計
画
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

 

教
育
長 　

教
育
相
談
担
当
教

諭
が
核
と
な
り
、
子
ど
も
の
悩

み
、
親
か
ら
の
相
談
を
受
け
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。臨
床
心

理
士
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
学
校
派
遣
相
談
員
の

配
置
、
市
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教

育
相
談
な
ど
の
機
能
強
化
を
し

た
。

　

平
成
19
年
度
は
、
子
ど
も
の

相
談
窓
口
を
一
本
化
し
、
す
ば

や
く
対
応
し
た
い
。

   学
童
保
育
の
大
規
模
解
消
は 

  

質
問 　

解
消
の
見
通
し
は
。

 

市
長 　

早
急
に
検
討
し
た
い
。

通
学
区
域
に
配
慮
し
な
が
ら
、

現
施
設
を
利
用
し
た
完
全
分
割

や
、学
校
・
公
共
施
設
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
い
。

宮岸 美苗

Ｑ 

「
先
生
に
話
し
て
も
解
決
し
な
い
」

 

こ
の
声
に
ど
う
応
え
る
か

Ａ 

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を

 

多
く
と
る
中
で
早
期
発
見
を

観
光
施
策
に
つ
い
て

 

質
問 　

①
四
季
を
通
し
て
開

催
す
る
「
白
山
市
花
ま
つ
り
」

事
業
の
創
設
を
提
案
す
る
。

②
市
内
の
公
園
な
ど
を
花
の

名
所
に
す
る
事
業
の
創
設
を

提
案
す
る
。③
ビ
オ
ト
ー
プ
や

ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
の
で
き
る

施
設
の
設
置
を
県
に
働
き
か

け
て
は
ど
う
か
。④
プ
レ
ミ
ア

ム
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
利
用
で
き

る
観
光
施
設
を
増
や
せ
。

 

観
光
推
進
部
長 　

①
通
年
型

の
事
業
と
し
て
、
具
体
的
な
研

究
・
検
討
を
す
る
。④
８
公
営

温
泉
は
平
成
19
年
１
月
か
ら

協
賛
す
る
。他
の
観
光
施
設
は

地
域
振
興
公
社
に
積
極
的
に

働
き
か
け
る
。

 

健
康
福
祉
部
長 　

②
市
内
の

病
院
等
で
の
杏
の
植
樹
は
、
今

後
調
査
研
究
し
た
い
。

 

建
設
部
長 　

②
現
在
あ
る
施

設
の
維
持
に
努
め
る
。③
ビ
オ

ト
ー
プ
や
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー

の
で
き
る
施
設
は
、
鳥
越
地
域

で
予
定
さ
れ
て
い
る
水
辺
自

然
観
察
園
や
野
外
体
験
広
場

で
整
備
で
き
る
よ
う
県
に
働

き
か
け
た
い
。

   白
山
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

 

質
問 　

①
全
戸
配
布
予
定

の
バ
ス
時
刻
表
の
内
容
充
実

を
図
れ
。②
新
規
運
行
記
念
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
特
別
乗
車
券
を

全
戸
配
布
せ
よ
。
③
北
鉄
バ

ス
の
Ｉ
Ｃ
ａ(

ア
イ
カ
・
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
乗
車
券)

が
利
用
で
き

な
い
か
。

 

市
長 　

①
利
用
者
に
配
慮
し

た
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す

る
。②
新
規
運
行
の
一
定
期
間

の
無
料
を
検
討
し
て
い
る
。③

Ｉ
Ｃ
ａ
は
運
行
事
業
者
の
関

係
で
導
入
は
難
し
い
。

世
界
文
化
遺
産
認
定
に
つ
い
て

 

質
問 　

文
化
課
の
中
に
世
界

文
化
遺
産
認
定
推
進
室
の
設

置
を
提
案
す
る
。ま
た
、
調
査

研
究
を
推
進
す
る
た
め
に
、
学

芸
員
の
拡
充
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
結
成
を
提
案
す

る
。
 

市
長 　

世
界
文
化
遺
産
の
登

録
に
向
け
た
推
進
室
を
設
置

し
、学
芸
員
も
配
置
す
る
。

世界遺産登録に向けて（白山市街地から仰ぐ白山）

清水 芳文

Ｑ 

白
山
市
花
ま
つ
り
事
業
の

 

創
設
を
提
案
す
る

Ａ 

通
年
型
事
業
と
し
て
、

 

具
体
的
な
研
究
・
検
討
を
す
る

宮岸 美苗

清水 芳文
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質
問 　

千
代
女
の
里
俳
句

館
の
10
月
１
日
開
館
と
同
時

に
、
松
任
ふ
る
さ
と
館
西
側

か
ら
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
向

か
っ
て
入
口
が
設
け
ら
れ
た

た
め
、
松
任
ふ
る
さ
と
館
へ

の
来
館
者
が
以
前
よ
り
も
増

し
て
き
て
い
る
。

　

庭
園
に
は
、豊
臣
秀
吉
ゆ
か

り
の
紫
雲
石
や
日
本
三
銘
石

の
一
つ
で
あ
る
貴
船
石
な
ど

数
々
の
名
石
や
石
灯
籠
ま
た

朝
鮮
通
信
使
献
上
句
碑
等
が

あ
り
、来
館
者
が
四
季
折
々
の

庭
園
の
美
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
庭
園
が
白
山

市
内
に
あ
る
こ
と
を
、今
後
よ

り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、松
任
ふ
る
さ
と
館

と
千
代
女
の
里
俳
句
館
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
た
夜
の
句
会
な

ど
を
開
催
し
た
ら
ど
う
か
。

 

市
長 　

夜
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ

す
る
な
ど

し
て
、
月

見
句
会
な

ど
の
よ
う
な
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
。

   石
川
地
区
に
お
け
る
取
り
残

さ
れ
た
工
業
用
地
に
つ
い
て

 

質
問 　

石
川
工
業
団
地
の

う
ち
一
部
の
区
域
が
農
地
の

ま
ま
で
あ
り
、
農
業
機
械
が

大
型
化
さ
れ
た
今
、
耕
作
者

は
大
変
苦
労
し
て
い
る
。開

発
が
遅
れ
て
い
る
区
域
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
検
討
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

産
業
部
長 　

地
元
の
意
思

統
一
が
得
ら
れ
れ
ば
、
協
議

し
て
い
き
た
い
。

 

質
問 　

松
任
地
区
旧
町
の
中

に
、
馬
場
公
園
と
い
う
市
民
の

憩
い
の
場
が
あ
る
。運
動
施
設

と
し
て
は
、
夜
間
照
明
付
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
１
面
が
取
れ

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
、
夜
間
照
明

付
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
が

あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
施
設
と
し

て
は
、
多
く
の
遊
具
が
あ
り
喜

ば
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
桜
の
木
が
約
50
本
あ

り
、
春
に
は
絶
好
の
花
見
の
会

場
と
な
り
、
市
民
を
楽
し
ま
せ

て
い
る
。

　

問
題
は
こ
の
公
園
に
駐
車

場
が
全
く
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
だ
。

 

建
設
部
長 　

も
と
も
と
歩
い

て
利
用
で
き
る
公
園
と
し
て

整
備
し
た
。地
域
住
民
と
協
議

し
て
取
り
組
み
た
い
。

 

質
問 　

白
山
市
で
は
、
観
光

部
門
を
推
進
す
る
た
め
、
昨

年
、
新
市
の
合
併
を
地
域
浮
上

の
好
機
と
と
ら
え
、
全
国
初

の
観
光
推
進
部
を
設
置
し
た

が
、
ま
だ
窓
口
が
明
確
に
一
本

化
さ
れ

て
い
な

い
。

　

観
光

推
進
に
お
い
て
、
観
光
案
内
は

白
山
市
観
光
推
進
部
、
物
産
販

売
は
白
山
市
観
光
物
産
協
会

と
い
っ
た
よ
う
に
窓
口
整
理

は
で
き
な
い
か
。

 

市
長 　

今
後
、
観
光
物
産
協

会
の
体
質
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
連
携
を
深
め
、
全
国
的

に
知
名
度
の
高
い
白
山
ブ
ラ

ン
ド
の
開
発
に
努
め
、
わ
か
り

や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
体
制

に
し
て
い
き
た
い
。

西川 寿夫

Ｑ 

馬
場
公
園
に
駐
車
場
が

 

必
要
で
は
な
い
か

Ａ 

地
域
住
民
と
協
議
し

 

取
り
組
み
た
い

安田 竹司

Ｑ 

松
任
ふ
る
さ
と
館
と

 

千
代
女
の
里
俳
句
館
の
連
携
事
業
を

Ａ 

夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
し
て

 

事
業
開
催
を
進
め
た
い

安田 竹司

西川 寿夫

松任ふるさと館庭園

千代女の里俳句館

馬場公園入口

物産フェアで好評な白山ブランド
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質
問 　

昭
和
62
年
旧
尾
口

村
、旧
吉
野
谷
村
、白
川
村
の
３

村
で
、
道
ら
し
き
道
も
な
い
三

又
線
、
中
宮
温
泉
線
、
国
見
線
、

三
方
岩
線
が
村
道
指
定
さ
れ

た
。次
い
で
平
成
元
年
２
月
に

は
白
川
・
瀬
戸
野
線
が
県
道
指

定
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
４
年
４

月
に
は
、
一
般
国
道
３
６
０
号

と
し
て
指
定
さ
れ
た
。そ
し
て

平
成
６
年
12
月
に
は
、
地
域
高

規
格
道
路
に
指
定
さ
れ
、
区
間

は
小
松
か
ら
白
川
と
な
っ
た
。

　

平
成
７
年
８
月
に
は
、
鳥

越
か
ら
白
川
付
近
の
調
査
区

間
指
定
と
順
調
に
進
ん
で

い
っ
た
が
、
最
近
は
動
き
が

見
え
な
い
。

　

市
長
を
中
心
に
、
関
係
の

執
行
部
の
努
力
を
求
め
る
。

 

市
長 　

小
松
・
白
川
線
は
、石

川
県
と
岐
阜
県
、中
部
圏
、首
都

圏
を
最
短
で
結
ぶ
総
延
長
50

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
交
流
促
進

型
の
重
要
計
画
路
線
で
あ
る
。

　

ま
た
、
旧
鳥
越
村
か
ら
白

川
村
間
の
約
30
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
が
地
域
高
規
格
道
路
の
調

査
区
間
の
指
定
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
に
国
土
交
通
省
、
石

川
・
岐
阜
両
県
に
よ
る
ル
ー

ト
検
討
や
自
然
環
境
、
経
済

効
果
な
ど
の
調
査
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。

　

本
市
と
し
て
も
、
小
松
市
、

白
川
村
と
促
進
期
成
同
盟
会

と
し
て
、
国
及
び
関
係
機
関

へ
早
期
実
現
に
向
け
て
、
要

望
活
動
を
し
て
い
る
。

林　　繁

Ｑ 

小
松
・
白
川
線
の

 

整
備
促
進
を
求
め
る

Ａ 

基
幹
的
道
路
と
位
置
づ
け
て

 

市
も
要
望
活
動
を
行
う

 

質
問 　

今
後
財
政
状
況
が
緊

迫
す
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
自
治

体
は
い
か
に
収
入
を
得
る
か

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

広
告
事
業
の
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
横
浜

市
等
へ
視
察
に
行
っ
て
き
た
。

　

広
告
事
業
と
は
、
市
が
持
つ

有
形
無
形
の
あ
ら
ゆ
る
資
産

を
広
告
媒
体
と
と
ら
え
、
販
売

ま
た
は
有
償
貸
与
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
財
源
を
確

保
す
る
事
業
。

　

横
浜
市
で
は
、平
成
17
年
度
、

広
告
収
入
が
９
３
０
０
万
円
、

費
用
節
減
効
果
５
５
０
０
万

円
。

　

そ
の
ほ
か
日
産
ス
タ
ジ
ア

ム
（
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
）

に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導

入
し
、
４
億
７
０
０
０
万
円
。

平
成
17
〜
21
年
度
の
５
年
間

で
23
億
５
０
０
０
万
円
の
収

入
が
あ
る
。

　

広
告
事
業
の
主
な
内
容
は
、

区
総
合
庁
舎
や
研
修
セ
ン

タ
ー
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
チ
ラ

シ
設
置
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ

貸
し
、
地
下
連
絡
通
路
に
壁
面

広
告
、
横
断
幕
・
街
路
灯
な
ど

へ
の
広
告
フ
ラ
ッ
グ
の
掲
出
。

　

広
告
付
玄
関
マ
ッ
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
広
告
。広
報
印
刷
物
、
封
筒

（
納
税
通
知
書
送
付
用
封
筒
・

水
道
料
金
納
付
書
送
付
用
封

筒
・
共
通
封
筒
等
）へ
の
広
告
。

　

そ
の
他
、
窓
口
用
封
筒
・
郵

便
用
封
筒
・
給
与
明
細
書
な
ど

を
広
告
付
封
筒
の
寄
付
に
切

り
替
え
、
経
費
縮
減
を
行
っ
て

い
る
。

　

市
役
所
の
職
員
だ
け
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、
広
く
民
間

の
企
業
に
も
ア
イ
デ
ア
を
募

り
、
知
恵
を
借
り
る
こ
と
が
秘

訣
だ
と
の
こ
と
だ
。

　

横
浜
市
で
は
当
然
、
広
告
の

範
囲
が
あ
り
審
査
会
も
あ
る

の
で
、
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
。

　

本
市
の
実
質
公
債
比
率
は

現
在
は
19
・
８
％
で
平
成
20
〜

22
年
度
ま
で
の
３
年
間
は
23

〜
24
％
に
推
移
し
て
い
く
こ

と
が
、
中
期
財
政
計
画
（
今
後

５
年
間
）で
示
さ
れ
て
い
る
。

　

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳

し
い
数
字
だ
。

　

今
後
の
財
政
の
厳
し
さ
を

考
え
、
県
内
で
の
例
は
な
い

が
、
財
源
課
を
設
置
（
新
設
）

し
、
専
門
職
員
で
本
格
的
に
収

入
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

 

市
長 　

新
た
な
財
源
が
確
保

で
き
る
施
策
を
展
開
す
る
た

め
に
、
専
任
職
員
を
配
置
し
、

組
織
の
新
設
に
つ
い
て
も
検

討
し
、
新
年
度
に
は
組
織
を
拡

充
し
た
い
。

竹田 伸弘

Ｑ 

財
政
が
厳
し
い
折
、

 

財
源
課
を
設
置
し
収
入
増
を

Ａ 

専
任
職
員
を
配
置
し
、

 

新
年
度
に
組
織
の
新
設
を
検
討
す
る

林　　繁

竹田 伸弘

道の駅でのアンケート調査
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質
問 　

バ
ー
ド
ハ
ミ
ン
グ

鳥
越
は
低
料
金
で
利
用
者
に

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
回
、
市
民
温
泉
利
用
料

が
20
円
ア
ッ
プ
と
な
る
が
、

さ
ら
に
適
正
な
料
金
の
も
と

で
、
市
民
の
健
康
増
進
と
利

用
客
の
拡
大
に
努
め
よ
。

 

健
康
福
祉
部
長 　

市
民
温

泉
フ
ァ
ミ
リ
ー
優
待
券
制
度

の
対
象
施
設
に
、平
成
19
年
１

月
か
ら
バ
ー
ド
ハ
ミ
ン
グ
鳥

越
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
天
領
、
白

山
展
望
の
湯
の
３
施
設
を
加

え
る
と
と
も
に
、松
任
海
浜
温

泉
で
は
、新
た
に
75
歳
以
上
の

方
に
利
用
負
担
金
１
０
０
円

で
の
優
待
、、
プ
レ
ミ
ア
ム
パ

ス
ポ
ー
ト
持
参
者
に
は
小
学

生
以
下
を
無
料
に
し
、適
正
な

料
金
の
も
と
で
健
康
増
進
と

利
用
客
の
拡
大
に
努
め
る
。

 

質
問 　

地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
「
自
分
た
ち
の
地
域

を
自
ら
の
手
で
守
る
」
と
し
、

全
町
内
会
に
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い

る
。さ
ら
に
、
除
雪
・
雪
害
対

策
等
に
つ
い
て
も
、
自
発
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
図
れ
。

 

市
民
生
活
部
長 　

市
内

全
町
内
会
に
自
主
防
災
組

織
の
設
立
を
呼
び
か
け
、
現

在
３
７
８
町
内
会
の
う
ち
、

１
７
９
町
内
会
が
結
成
し
、組

織
率
は
47
％
で
あ
る
。

　

雪
害
等
で
、
地
域
の
市
民

一
人
一
人
の
支
え
あ
う
「
共

助
」
の
力
は
非
常
に
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
か
ら
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
促
進
、
活

動
支
援
に
努
め
る
。

 

質
問 　

４
月
に
導
入
さ
れ
た

改
正
介
護
保
険
法
に
よ
る
介

護
予
防
事
業
、
認
定
者
が
全
国

的
に
も
極
端
に
少
な
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。高
齢
者

の
実
態
に
合
わ
ず
、
制
度
の
運

用
に
も
問
題
が
な
い
か
。

 

健
康
福
祉
部
長 　

本
市
で
は

65
歳
以
上
の
対
象
者
の
0.7
％

と
な
っ
て
い
る
。そ
の
理
由
と

し
て
市
民
健
康
診
査
を
受
け

る
人
が
少
な
い
、
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
基
準
に
満
た
な
い
人

が
多
い
、
等
が
考
え
ら
れ
る
。

市
で
は
年
度
の
途
中
だ
が
、
対

象
者
を
把
握
す
る
体
制
を
整

え
た
。対
象
と
な
ら
な
い
人
に

も
介
護
予
防
の
参
考
と
な
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど

を
積
極
的
に
行
う
。

 

質
問 　

個
人
情
報
保
護
法
が

施
行
さ
れ
た
が
、
学
校
現
場
で

は
過
剰
反
応
と
言
え
る
事
態

が
生
ま
れ
て
い
る
。早
速
調
査

し
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

 

教
育
長 　

学
校
に
お
け
る
緊

急
連
絡
網
や
名
簿
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

２
月
の
文
部
科
学
省
通
知
を

受
け
、
児
童
生
徒
ま
た
は
保
護

者
の
同
意
を
取
れ
ば
、
作
成
配

布
は
可
能
で
あ
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
学
校
長
の
判
断

で
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

こ
の
通
知
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
一
度
周
知
を
図
る
。

 

質
問 　

統
合
小
中
学
校
の
工

期
は
校
舎
が
20
年
度
中
、
プ
ー

ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
21
年
度
と

な
っ
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
が

入
校
す
る
の
は
21
年
度
中
だ

と
す
る
と
、
教
職
員
配
置
の
困

難
性
や
２
年
に
わ
た
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
使
え
な
い
状
況
が

心
配
さ
れ
る
。子
ど
も
た
ち
の

負
担
も
考
え
、
完
全
整
備
を
終

え
て
、
開
校
を
21
年
４
月
と
し

た
方
が
保
護
者
の
要
望
に
添

う
の
で
は
な
い
か
。

 

市
長 　

新
し
い
プ
ー
ル
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
20
年
度
中
に
旧

校
舎
を
取
り
壊
し
た
後
に
着

工
、使
用
開
始
は
21
年
に
な
る
。

工
事
期
間
の
重
複
や
必
要
工
期

を
考
え
る
と
、
校
舎
と
の
同
時

着
工
は
困
難
だ
が
、

児
童
生
徒
に
混
乱

が
生
じ
な
い
よ
う

早
期
完
成
に
努
力

す
る
。20
年
４
月
開

校
は
合
併
当
時
か

ら
の
強
い
要
望
で

あ
り
約
束
で
あ
る
。

古河 尚訓

Ｑ 

統
合
小
中
学
校
の
開
校
予
定
は

 

問
題
が
多
く
変
更
す
べ
き
だ

Ａ 

合
併
当
時
か
ら
の
約
束
で
あ
り

 

二
〇
年
四
月
を
め
ざ
し
た
い

小島 文治

Ｑ 

地
域
振
興
公
社
の
経
営
改
善
は

 

進
ん
で
い
る
の
か

Ａ 

民
間
企
業
と
し
て
の
経
営
意
識
と

 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

小島 文治

古河 尚訓

松任海浜温泉

バードハミング鳥越

統合小中学校のモデルとしている
南砺市・利賀小中学校
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質
問 　

本
市
の
貴
重
な
清

流
で
あ
る
、
手
取
川
、
大
日
川

の
川
魚
の
減
少
原
因
調
査
研

究
を
継
続
的
に
行
い
、
県
等

の
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
、

川
魚
の
住
め
る
環
境
づ
く
り

を
せ
よ
。

 

市
民
生
活
部
長 　

貴
重
な

自
然
環
境
や
動
植
物
の
生
態

系
を
保
全
し
、
人
と
自
然
が

共
存
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
河
川
の
水
質
浄
化
の
み

な
ら
ず
、
十
分
な
水
量
の
確

保
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、

関
係
機
関
へ
働
き
か
け
た

い
。

 
質
問 　

防
災
拠
点
と
な
る

庁
舎
、
消
防
署
、
ま
た
避
難
場

所
と
な
る
学
校
施
設
な
ど
、

耐
震
対
策
の
現
状
と
未
対
策

施
設
の
今
後
の
対
策
は
ど
う

か
。

 

市
長 　

平
成
７
年
に
耐
震

改
修
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、支

所
庁
舎
の
６
施
設
が
適
用
と

な
り
、う
ち
１
カ
所
は
耐
震
工

事
実
施
、残
り
５
施
設
も
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
地
域
の
防

災
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
よ

う
順
次
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
て
い
く
。

　

白
山
石
川
広
域
消
防
本
部

を
含
め
４
消
防
署
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
、
早
期
に
消
防
本
部
の

整
備
促
進
を

図
る
た
め
協

議
を
し
て
い

る
。ま
た
、
学

校
、
体
育
館
、

公
民
館
、福
祉

施
設
な
ど
の

２
次
避
難
施

設
１
０
６
の

う
ち
、53
施
設

が
昭
和
56
年

以
前
の
建
築

物
で
、そ
の
う

ち
23
施
設
が

該
当
と
な
る
。こ
れ
ま
で
耐

震
化
を
進
め
て
い
る
が
、
今

後
引
き
続
き
14
の
学
校
施
設

の
耐
震
工
事
等
を
優
先
的
に

実
施
し
、
公
民
館
等
の
残
り

の
施
設
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

北村 登

Ｑ 

手
取
川
、
大
日
川
の

 

魚
類
減
少
原
因
調
査
研
究
を

Ａ 

周
辺
自
治
体
と
の

 

協
力
の
も
と
関
係
機
関
へ

生
涯
学
習
拠
点
と
し
て

体
育
館
整
備
は

 

質
問 　

地
区
公
民
館
で
、
松

任
地
域
は
15
公
民
館
の
う
ち

11
地
区
で
体
育
館
が
併
設
さ

れ
て
い
る
が
、他
地
域
に
お
け

る
体
育
館
整
備
は
い
つ
ご
ろ

か
。

   計
画
的
に
行
う
予
定

 

教
育
長 　

床
面
積
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、

１
億
４
、５
千
万
円
整
備
に
必

要
、平
成
24
年
以
降
総
合
判
断

を
行
い
、計
画
的
に
整
備
し
て

い
く
。

   農
業
改
革
関
連
三
法
の
来
年
度

実
施
を
踏
ま
え
て
市
の
対
応
は

 

質
問 　

品
目
横
断
的
経
営

安
定
施
策
に
参
加
で
き
な
い
、

小
規
模
農
家
へ
の
対
応
は
。

   市
と
し
て
地
域
協
議
会
の
推
進

メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
か
か
わ
る

 

市
長 　

農
協
と
協
力
し
、
集

落
営
農
組
織
へ
の
参
加
、規
模

拡
大
農
家
と
の
連
携
等
コ
ス

ト
低
減
に
効
率
的
な
体
制
づ

く
り
の
支
援
を
行
う
。

 

質
問 　

環
境
保
全
対
策
に

つ
い
て
今
後
の
対
策
は
。

 

市
長 　

農
地
の
全
面
積
を

対
象
と
し
、土
地
改
良
組
合
が

中
心
と
な
り
整
備
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
。一
地
域
を
指

定
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、公
平

さ
に
欠
け
る
。

体育館整備が待たれる公民館 村本 一則

Ｑ 

地
区
公
民
館
、

 

体
育
館
併
設
の
計
画
を
示
せ

Ａ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
の
後

 

計
画
的
に
行
う

環境整備がなされた農業用水路

学童による鮎の放流

北村 登

村本 一則
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質
問 　

家
庭
教
育
の
低
下

は
、親
に
対
し
て
の
育
児
・
教
育

的
指
導
不
足
が
要
因
で
あ
る
。

　

子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
て

死
亡
す
る
事
件
、
い
じ
め
を
苦

に
し
た
子
ど
も
た
ち
の
自
殺

が
全
国
で
相
次
い
で
い
る
。

　

子
は
親
の
背
中
を
見
て
育

つ
、
子
は
親
の
鏡
と
い
う
が
、

だ
め
な
親
に
育
て
ら
れ
れ
ば

だ
め
な
子
に
育
つ
。子
ど
も
の

し
つ
け
や
道
徳
教
育
は
、
親
が

子
ど
も
へ
身
に
付
け
さ
せ
る

も
の
。母
親
が
第
１
子
を
妊
娠

し
た
時
に
、
命
の
大
切
さ
、
子

ど
も
の
し
つ
け
を
指
導
す
る

チ
ャ
ン
ス
の
時
と
考
え
る
。

 

市
長 　

市
の
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画
に
沿
っ
て
、

多
種
多
様
な
支
援
事
業
や
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
。し
か
し
、
こ
れ
ら
に
参
加

し
な
い
親
の
指
導
が
課
題
で

あ
る
。

 
教
育
長 　

子
は
親
の
す
る
と

お
り
に
す
る
と
言
わ
れ
る
。よ

い
生
き
方
の
モ
デ
ル
を
子
に

示
す
よ
う
啓
発
に
努
め
る
。

   白
山
市
版
行
動
計
画
に
要
望

 

質
問 　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力

は
人
権
侵
害
で
あ
り
、
全
国
的

に
相
談
件
数
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
中
、「（
仮
称
）
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画
白
山
21
」

が
策
定
さ
れ
る
。こ
れ
を
機
会

に
、
①
所
管
を
室
か
ら
課
に
移

行
②
研
修
を
受
け
た
専
任
の

女
性
相
談
員
の
配
置
③
専
用

の
電
話
相
談
窓
口
の
設
置
④

一
時
保
護
施
設
の
整
備
、
以
上

の
体
制
を
図
れ
。

 

市
長 　

女
性
が
相
談

し
や
す
い
体
制
づ
く
り

と
し
て
相
談
窓
口
を
一

本
化
す
る
な
ど
、こ
れ
ら

実
現
に
向
け
検
討
す
る
。 

図
書
館
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を

統
合
せ
よ

 

質
問 　

市
内
市
立
図
書
館
８

館
１
分
館
の
う
ち
、
松
任
・
美

川
・
鶴
来
図
書
館
と
鶴
来
分
館
・

移
動
図
書
館
で
図
書
館
カ
ー

ド
の
電
算
化
を
実
施
し
て
い

る
が
、
双
方
で
の
シ
ス
テ
ム
が

未
整
備
。１
枚
の
共
通
図
書
館

カ
ー
ド
で
貸
し
出
し
の
利
便
性

を
図
れ
。

   新
年
度
よ
り
整
備
す
る

 

松
任
図
書
館
長 　

自
宅
か
ら

の
本
の
検
索
・
予
約
も
可
能
と

な
る
。

 

質
問 　

白
山
市
づ
く
り
の
基

本
は
教
育
に
あ
り
、
家
族
愛
、

郷
土
愛
、
愛
国
心
が
一
体
と
な

る
と
こ
ろ
に
人
へ
の
思
い
や

り
が
生
ま
れ
る
。

　

何
が
正
し
く
て
何
が
悪
い

か
、
優
先
順
位
が
わ
か
る
、
心

の
痛
み
が
わ
か
る
先
生
が
子

ど
も
た
ち
に
は
大
切
で
あ
り
、

命
こ
そ
最
も
大
切
と
す
る
環

境
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
育

て
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
と
思

う
が
ど
う
か
。

 

市
長 　

先
生
も
生
徒
も
心
の

知
能
指
数
で
あ
る
Ｅ
Ｑ
を
高

め
る
よ
う
な
教
育
を
推
進
す

る
。

   白
山
ろ
く
ス
キ
ー
場
問
題

を
問
う

 

質
問 　

こ
れ
ま
で
、
白
山
ろ

く
ス
キ
ー
場
が
担
っ
て
き
た

地
域
お
こ
し
へ
の
役
割
は
大

で
あ
っ
た
。し
か
し
合
併
し
た

今
日
、
整
理
清
算
す
べ
き
点
が

多
々
あ
る
。①
全
て
の
ス
キ
ー

場
は
例
外
を
設
け
ず
、
民
間
委

託
を
打
診
す
る
。②
地
元
が
自

主
運
営
す
る
な
ら
全
て
を
引

き
渡
し
、
市
は
完
全
な
形
で
撤

退
す
べ
き
で
あ
る
。③
い
ず
れ

も
不
可
能
な
ら
、
ス
キ
ー
場
は

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。当
然
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、
ス
キ
ー
場

問
題
に
勝
ち
組
・
負
け
組
と
い

う
愚
か
な
考
え
や
行
為
を
発

生
さ
せ
て
は
な
ら

ず
、
心
な
ら
ず
も

廃
止
と
な
る
地
域

に
は
、将
来
を
見
据

え
た
的
確
な
地
域

振
興
策
を
立
て
る

こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
で
あ
る
。時
間

的
余
裕
は
な
い
。公

平
・
公
正
な
白
山
市

づ
く
り
を
め
ざ
す

市
長
の
英
断
を
求
め
る
。

民
間
委
託
か
地
元
運
営
か

廃
止

 

市
長 　

ご
指
摘
の
と
お
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
す
る
の
が
望
ま

し
い
。次
善
の
策
と
し
て
民
間

業
者
の
参
加
を
募
る
、
ど
ち
ら

も
で
き
な
い
場
合
は
廃
止
し
、

行
政
は
運
営
か
ら
撤
退
す
る

の
が
妥
当
と
考
え
る
。

中西 恵造

Ｑ 

郷
土
や
人
を
愛
す
る
心
を

 

育
て
る
教
育
を
求
め
る

Ａ 

道
徳
教
育
の
更
な
る

 

充
実
を
図
る

宮中 郁恵

Ｑ 

親
に
対
す
る
教
育
が

 

必
要
で
は
な
い
か

Ａ 

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
で

 

実
施
す
る

宮中 郁恵

中西 恵造

移動図書館のびのび号
（吉野谷児童館前にて）

スキー場の存続・廃止を考える
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要
援
護
者
住
宅
屋
根
雪
お
ろ
し
等

支
援
対
策
事
業

 

質
問 　

対
象
者
の
要
件
に　
「
身
寄
り

が
あ
っ
て
も
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
世

帯
」
と
あ
る
。要
件
の
線
引
き
を
徹
底
す

べ
き
だ
。

 

答
え 　

町
内
会
長
、
民
生
委
員
、
各
支

所
に
も
近
隣
に
住
む
家
族
へ
の
指
導
を

お
願
い
す
る
が
、
緊
急
性
が
あ
り
、
か
つ

や
む
を
得
ず
援
助
の
必
要
性
が
あ
れ
ば
、

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

 

質
問 　

緊
急
時
の
対
応
と
し
て
、
屋
根

雪
お
ろ
し
を
す
る
業
者
と
の
連
絡
方
法

を
示
せ
。

 

答
え 　

対
象
者
ご
と
に
業
者
を
登
録

し
町
内
会
長
か
ら
市
を
通
し
て
業
者
に

連
絡
す
る
。万
が
一
の
た
め
に
、
い
ろ
ん

な
事
業
者
の
組
合
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

結
ん
で
、対
応
で
き
る
よ
う
考
え
る
。

文教福祉常任委員会

地
域
振
興
補
助
金
８
０
０
０
万
円

 

質
問 　

尾
口
地
域
に
は
白
山
一
里
野

温
泉
ス
キ
ー
場
と
白
山
瀬
女
高
原
ス

キ
ー
場
が
あ
る
が
、つ
く
ら
れ
た
歴
史
背

景
は
。

 

答
え 　

昭
和
50
年
に
石
川
県
の
水
が
め

と
し
て
手
取
川
ダ
ム
が
計
画
さ
れ
、
住
民

生
活
の
補
償
の
た
め
、
地
域
の
開
発
や
産

業
の
振
興
対
策
と
し
て
ス
キ
ー
場
が
つ

く
ら
れ
、
道
路
の
整
備
や
宿
泊
施
設
の
誘

致
な
ど
に
よ
り
、地
域
の
中
心
と
な
っ
た
。

 

質
問 　

昨
シ
ー
ズ
ン
の
白
山
瀬
女
高

原
ス
キ
ー
場
の
入
り
込
み
客
数
は
。

 

答
え 　

豪
雪
だ
っ
た
が
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
よ
さ
か
ら
６
万
３
０
０
０
人
の
入

場
者
が
あ
っ
た
ほ
か
、
夏
期
に
は
、
す
ば

ら
し
い
眺
望
の
高
原
の
散
策
や
瀬
女
コ

テ
ー
ジ
が
喜
ば
れ
て
い
る
。

 

意
見 　

白
山
瀬
女
高
原
ス
キ
ー
場
は
第

三
セ
ク
タ
ー
の
白
山
レ
イ
ク
ハ
イ
ラ
ン

ド
が
運
営
し
て
い
る
。当
委
員
会
と
し
て

は
、
現
時
点
で
は
来
期
以
降
の
経
営
支
援

は
行
わ
ず
、
今
後
は
、
市
営
ス
キ
ー
場
の

動
向
と
の
関
連
の
中
で
、
会
社
の
経
営
方

針
や
ス
キ
ー
場
の
運
営
方
法
に
つ
い
て

関
係
者
と
十
分
に
協
議
願
い
た
い
。

白
山
ろ
く
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

宅
内
配
線
助
成

 

質
問 　

白
山
ろ
く
地
域
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
通
信
網
が
整
備
さ
れ
、
１
月
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が
許
可
さ
れ
る
。

市
内
全
域
の
情
報
格
差
が
解
消
さ
れ
る

が
、料
金
は
割
高
で
な
い
の
か
。

 

答
え 　

情
報
通
信
網
が
整
備
さ
れ
、
行

政
情
報
や
防
災
、
教
育
、
産
業
な
ど
の
分

野
で
今
後
ま
す
ま
す
活
用
し
て
い
き
た

い
。山
ろ
く
地
域
の
加
入
率
は
61
％
で
、

住
宅
へ
の
配
線
引
き
込
み
工
事
を
平
成

18
、
19
年
度
に
限
り
助
成
す
る
。ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
料
金
は
、
ほ
か
の
地
域
と
同

額
、高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
料
金
は
民
間

と
同
程
度
の
料
金
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
債(

借
金)

残
高
が
増
加

 

質
問 　

平
成
17
年
度
末
の
残
高
は

７
１
０
億
９
１
０
０
万
円
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
の
見
込
み
は
。

 
答
え 　

今
年
度
も
償
還
を
上
回
る
起

債
を
発
行
す
る
予
定
で
あ
り
、残
高
は
少

し
増
加
す
る
見
込
み
。11
月
に
策
定
し
た

中
期
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
、平
成
19
年

度
か
ら
事
業
を
抑
制
し
、計
画
的
に
財
政

状
況
に
見
合
っ
た
規
模
と
す
る
。

総
合
計
画
基
本
構
想
策
定

 

質
問 　

総
合
計
画
は
今
後
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
が
、人
口
や

年
齢
構
成
の
目
標
は
。

 

答
え 　

人
口
の
目
標
は
12
万
５
０
０
０

人
で
微
増
、
年
齢
構
成
で
は
、
出
生
数
が

安
定
し
て
い
る
ほ
か
、
高
齢
者
の
比
率
も

上
が
っ
て
い
る
。

 

意
見 　

年
少
人
口
が
安
定
し
て
い
る

の
は
喜
ば
し
い
。十
分
、子
育
て
支
援
策
、

少
子
化
対
策
に
反
映
さ
れ
た
い
。

総務企画常任委員会
 

意
見 　

判
断
を
町
内
会
長
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
支
所
と
連
携
を
密
に

行
っ
て
ほ
し
い
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

 

質
問 　

美
川
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
と
、高
齢
者
福
祉
タ

ク
シ
ー
事
業
が
廃
止
さ
れ
る
。今
後
の
取

り
組
み
を
示
せ
。

 

答
え 　

合
併
協
議
の
中
で
、
統
一
し
た

福
祉
制
度
と
す
る
た
め
、
地
域
限
定
の
高

齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
は
廃
止
の
方

向
と
な
っ
て
い
る
。今
後
、高
齢
の
障
害
者

に
つ
い
て
は
、
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事

業
で
予
算
を
増
額
し
て
対
応
す
る
。

 

意
見 　

障
害
者
で
な
く
て
も
福
祉
タ

ク
シ
ー
の
必
要
な
方
が
い
る
。柔
軟
な
対

応
を
願
う
。

要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
就
学
補
助

 

質
問 　

就
学
補
助
が
本
当
に
必
要
な

の
か
ど
う
か
、実
態
調
査
を
示
せ
。

 

答
え 　

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
の
補
助
制
度
で
、申
請
内

容
が
基
準
に
達
し
て
い
れ
ば
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
。実
態
は
十
分
把
握
し
て
い

な
い
。

 

質
問 　

給
食
費
の
滞
納
実
態
は
。　

  
 

答
え 　

小
学
校
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

中
学
校
で
は
あ
る
が
、担
任
や
学
校
長
が

保
護
者
に
対
し
て
根
気
強
く
催
促
し
て

い
る
。

今年度に限り白山瀬女高原スキー場に
経営支援金を決定

要援護者住宅の
屋根雪おろしを支援

屋根雪おろし作業
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ス
キ
ー
遠
足
に
つ
い
て

 

質
問 　

こ
れ
ま
で
受
け
皿
と
な
っ
て

い
た
鳥
越
高
原
大
日
ス
キ
ー
場
の
休
止

に
よ
る
影
響
と
市
の
対
応
は
。

 
答
え 　

市
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
ス

キ
ー
遠
足
を
実
施
す
る
。休
止
が
決
ま
っ

た
時
点
で
学
校
を
訪
問
し
、
代
案
と
し

て
白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場
と
白
山

中
宮
温
泉
ス
キ
ー
場
で
の
実
施
に
つ
い

て
案
内
を
行
っ
て
き
た
。そ
の
結
果
、
昨

シ
ー
ズ
ン
実
績
が
あ
る
小
学
校
22
校
の

う
ち
、11
校
が
白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー

場
を
利
用
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

 

意
見 　

本
市
で
ス
キ
ー
遠
足
を
実
施

し
な
く
な
っ
た
小
学
校
に
つ
い
て
追
跡

調
査
を
行
い
、来
シ
ー
ズ
ン
は
再
び
利
用

さ
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。ま
た
、
市

内
の
中
学
生
に
も
実
施
す
る
よ
う
対
象

の
拡
大
を
図
ら
れ
た
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
事
業
費

 

質
問 　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
金
の
内
容
は
。ま
た
、
平
成

17
年
度
の
地
域
別
の
実
績
を
示
せ
。

 

答
え 　

対
象
は
市
内
全
域
。補
助
金
額

は
、
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

３
万
円(

補
助
限
度
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト)

、
補

助
率
は
、
県
が
３
分
の
１
、
市
が
３
分
の

２
で
あ
る
。平
成
17
年
度
の
実
績
は
、
松

任
地
域
で
49
件
、
美
川
地
域
で
６
件
、
鶴

来
地
域
で
11
件
、河
内
地
域
で
１
件
の
合

計
67
件
で
あ
る
。

 

意
見 　

補
助
金
制
度
を
市
民
に
周
知

さ
れ
、普
及
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

生活経済常任委員会

農
業
集
落
排
水
施
設
条
例
と
地
域
下

水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

質
問 　

氷
雪
製
造
者
の
汚
水
量
算
定

の
扱
い
方
を
示
せ
。

 

答
え 　

減
算
メ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け

て
も
ら
い
、汚
水
管
を
通
ら
な
い
水
と
の

区
別
を
し
て
い
る
。

 

質
問 　

下
水
道
に
入
ら
な
い
水
と
の

仕
分
け
の
問
題
が
あ
る
が
、ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
え 　

庭
木
に
ま
く
水
や
融
雪
に
利

用
す
る
と
き
等
は
、個
人
の
申
し
込
み
に

よ
り
減
水
メ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
て
も

ら
い
、
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
工

事
費
と
維
持
管
理
費
は
個
人
負
担
で
あ

る
。

簡
易
水
道
等
給
水
条
例

の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 

質
問 　

給
水
施
設
の
箇
所

数
を
示
せ
、ま
た
、統
合
な
ど

の
見
直
し
計
画
を
立
て
て

い
る
か
。

 

答
え 　

施
設
は
37
カ
所
あ

り
、
う
ち
１
つ
は
遊
休
施
設

で
あ
る
。取
水
す
る
場
所
は

57
カ
所
、
配
水
場
は
46
カ
所

で
あ
る
。市
全
体
の
基
本
計

画
は
今
年
度
よ
り
調
査
中

で
、
本
年
度
中
に
基
本
計
画

を
立
て
る
。

 

意
見 　

給
水
施
設
等
の
整

備
に
当
た
っ
て
は
、料
金
の
平
準
化
が
さ

れ
る
の
で
、全
体
計
画
を
立
て
施
設
間
の

不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う
早
急
な
調
査

と
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、谷
川
で
取
水
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
水
が
と
ま
っ
た
場
合
、軽
微
な
と
き

は
自
分
た
ち
で
作
業
を
行
う
が
指
導
・
監

督
や
補
償
の
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 

そ
の
他 

 

・
松
任
海
浜
公
園
の
有
効
活
用
の
た
め
、

市
道
路
線
の
終
点
位
置
を
変
更(

１
路

線)
 

・
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災

害
警
戒
区
域
・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
指
定
に
係
る
事
前
説
明
会
に
つ
い
て

 

・ 

特
定
行
政
庁
へ
の
移
行
に
つ
い
て

建設企業常任委員会

スキー遠足を
市内の中学生にも拡大せよ

４月から上下水道料金の
平準化を図るため改定を行う

楽しいスキー遠足

要望の多い期待される徳光PAスマート ICの常設化

住宅用太陽光発電システムのモジュール
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観
光
対
策
特
別
委
員
会
は
、
10
月
２
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
ス
キ
ー
場
産
業
の
再
生
と
民
営
化
に

つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
長
野
県
木
曽
町
と
岐
阜

県
高
山
市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

木
曽
町
は
合
併
に
よ
り
、
３
つ
の
ス
キ
ー
場
を

保
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
合
併
前
は
運

営
形
態
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、
ス
キ
ー
場
を

持
た
な
い
村
か
ら
赤
字
解
消
に
つ
い
て
の
厳
し
い

意
見
が
あ
り
、
合
併
前
に
す
べ
て
の
ス
キ
ー
場
を

民
営
化
し
、
か
つ
民
間
に
は
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含

ま
な
い
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
ま
し
た
。ス
キ
ー
場

の
運
営
方
針
と
し
て
は
施
設
を
町
が
所
有
し
、
管

理
運
営
は
民
間
が
行
う
上
下
分
離
方
式
と
し
て
い

ま
す
。民
営
化
の
基
本
原
則
と
し
て
、ス
キ
ー
場
の

財
産
や
債
務
は
新
町
へ
引
継
ぎ
、

運
営
資
金
は
一
切
出
さ
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、
３

ス
キ
ー
場
と
も
民
営
化
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
赤
字
の
所
も
あ
る
よ

う
で
し
た
。し
か
し
合
併
協
議
事

項
で
定
め
た
と
お
り
、
資
金
は
出

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
高
山
市
内
の
ス
キ
ー
場

は
、
市
営
ス
キ
ー
場
が
５
カ
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。２
年
前
に
休
止

し
た「
飛
騨
乗
鞍
ペ
ン
タ
ピ
ア
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
」

は
平
成
９
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
利
用
者

の
減
少
や
雪
不
足
な
ど
か
ら
経
営
が
悪
化
し
、
住

民
か
ら
継
続
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
が
、
廃
止
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。廃
止
し
た
跡
地

は
、
付
近
の
牧
場
地
帯
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
セ
ン

タ
ー
ロ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
、
登
山
客
の
休
憩
施
設

と
し
て
再
利
用
を
図
る
予
定
と
い
う
こ
と
で
し

た
。ま
た
、
付
近
の
民
宿
に
対
し
て
は
、
合
併
効
果

を
生
か
し
、
高
山
祭
り
や
冬
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
宿

泊
場
所
と
し
て
市
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
で
、
理
解

を
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

ス
キ
ー
場
の
問
題
に
つ
い
て
は
議
会
で
も
議
論

し
て
い
る
ほ
か
、ス
キ
ー
場
対
策
検
討
委
員
会
で
、

存
続
や
廃
止
も
含

め
て
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
完
全

な
民
営
化
や
、
ス

キ
ー
場
の
跡
地
利

用
及
び
地
域
の
新

た
な
活
性
化
策
等

を
十
分
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

 
観
光
対
策
特
別
委
員
会

宮
城
県
利
府
町
を
視
察

10
月
18
日
・
19
日
の
２
日
間
、新
幹
線
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
の
あ
る
宮
城
県
利
府
町
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。

車
両
セ
ン
タ
ー
は
仙
台
駅
よ
り
北
東
約
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
面
積
は
約
53
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。こ
こ
で
は
、
新
幹
線
の
全
般
検
査
、

車
両
改
造
、
開
発
試
験
及
び
他
の
車
両
セ
ン
タ
ー

の
技
術
教
育
、資
材
供
給
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
は
Ｊ
Ｒ
社
員
、協
力
会
社
社
員(

清
掃
・
守

衛
等)

あ
わ
せ
て
約
１
２
０
０
人
で
、一
昼
夜
交
替

で
働
い
て
い
ま
す
。

経
済
的
波
及
効
果
と
し
て
、
昭
和
52
年
か
ら
の

車
両
セ
ン
タ
ー
建
設
時
に
は
地
元
企
業
へ
の
建
設

工
事
・
関
連
工
事
の
発
注
が
増
加
し
、飲
食
店
、旅

館
等
の
利
用
客
が
増
加
し
ま
し
た
。立
地
後
は
関

連
企
業
が
６
社
進
出
す
る
な
ど
産
業
振
興
、
雇
用

へ
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
税
収
確
保(

特

に
法
人
住
民
税)

と
い
う
高
い
財
政
効
果
が
認
め

ら
れ
た
う
え
、
施
設
見
学
や
基
地
ま
つ
り
を
行
う

な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
集
客
の
効
果
も
あ

り
ま
し
た
。

生
活
環
境
へ
の
影
響
と
し
て
、
地
盤
が
軟
ら
か

い
た
め
建
設
時
の
苦
情
と
し
て
、
く
い
打
ち
の
騒

音
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、開
業
後
で
は
夜
間

照
明
・
騒
音
に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
白
山
総
合
車
両
基
地
の
立

地
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
と
し
て
、
税

収
増
・
関
連
企
業
の
進
出
・
雇
用
の
創
出
な
ど
が
期

待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
盛
土
方
式
に
よ
る
基
地
立

地
が
生
活
環
境
へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
引
き
続

き
調
査
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
新
し
い
バ
ス
が
運
行

当
委
員
会
で
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
が
、
新
ル
ー
ト
で
４
月
よ
り
運
行
さ

れ
ま
す
。

 

交
通
対
策
特
別
委
員
会

ス
キ
ー
場
産
業
の
再
生
と

民
営
化
を
調
査

車
両
基
地
に
よ
る
経
済
的
波
及
効
果
や

生
活
環
境
へ
の
影
響
は

高山市のスキー場対策について研修

新幹線総合車両センターを視察
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新
潟
県
長
岡
市
と
十
日
町
市
を
視
察
し
て
き
ま

し
た
。

両
市
と
も
、
平
成
16
年
10
月
23
日
に
発
生
し
た

「
新
潟
県
中
越
大
地
震
」に
遭
遇
し
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。地
盤
災
害
で
あ
っ
た
点
と
本
震

よ
り
も
余
震
が
大
き
か
っ
た
点
が
特
徴
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、平
成
18
年
４
月
に「
長
岡
市
防
災

体
制
強
化
の
指
針
」が
作
成
さ
れ
、地
域
力
を
最
大

限
に
生
か
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、「
日

本
一
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

現
地
視
察
で
は
、
土
砂
崩
れ
の
中
か
ら
ハ
イ

パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
り
、
男
の
子
が
奇
跡
的

に
救
出
さ
れ
た
現
場
の
復
旧
状
況
の
視
察
と
被
害

の
大
き
か
っ
た
旧
山
古
志
村
役
場
か
ら
現
在
の
復

旧
の
様
子
を
視
察
、
目
の
あ
た
り
に
し
て
被
災
の

大
き
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
現
場
で
し
た
。

十
日
町
市
で
は
、
平
成
17
年
９
月
に
お
お
む
ね

10
年
間
の
「
十
日
町
市
震
災
復
興
計
画
」
を
策
定

し
、
今
年
度
中
に
は
、
地
震
の
経
験
を
も
と
に「
新

市
地
域
防
災
計
画
」
も
策
定
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
し
た
。

震
災
復
興
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
経
験
か
ら
、
地
域
全
体
の
安
全

を
守
る
た
め
の
活
動
を
行
う
自
主
防
災
組
織
の
設

立
を
促
進
し
た
結
果
、
全
世
帯
の
63
％
が
自
主
防

災
組
織
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。白
山

市
に
お
い
て
も
自
主
防
災
組
織

の
強
化
、初
動
体
制
及
び
情
報
の

収
集
・
伝
達
体
制
の
確
立
、民
間

団
体
と
の
災
害
応
援
協
定
な
ど

課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、よ
り
一
層
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　

去
る
10
月
18
日
か
ら
19
日
ま
で
の
２
日
間
、新
潟
県

南
魚
沼
市
と
上
越
市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

南
魚
沼
市
妊
産
婦
医
療
費
助
成

　

南
魚
沼
市
の
人
口
は
、平
成
14
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

に
転
じ
、
そ
れ
と
と
も
に
少
子
化
が
進
行
し
、
そ
の
対

策
が
急
務
と
な
り
、
そ
の
た
め
、
本
年
度
の
施
策
の
中

心
の
一
つ
に「
子
育
て
支
援
」を
掲
げ
、そ
れ
ぞ
れ
他
の

予
算
が
削
減
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、大
き
な
予
算
付
け

が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

施
策
の
基
本
と
な
る
の
が
、
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画「
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」で
あ
り
、各
種
の
子
育

て
支
援
策
や
医
療
費
助
成
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
助
成
で
は
、妊
産
婦
を
対
象
に
、母
子
手
帳

申
請
届
を
し
た
月
の
翌
月
か
ら
出
産
月
の
翌
月
ま
で

の
期
間
の
す
べ
て
の
医
療
費
を
助
成
し
て
お
り
、妊
産

婦
１
人
当
た
り
の
助
成
額
は
平
均
で
２
万
８
０
０
０

円
で
、ほ
と
ん
ど
の
妊
産
婦
が
こ
の
助
成
制
度
を
申
請

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

上
越
市
の
子
育
て
支
援
策

上
越
市
は
、
少
子
化
対
策
を
早
く
か
ら
市
の
最
重

要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、平
成
17
年
１
月
の

市
町
村
合
併
を
機
に
、よ
り
一
層
の
少
子
化
対
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
関
す
る
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図

る
支
援
事
業
と
し
て
、「
同
時
在
園
３
人
の
場
合
の
第

３
子
の
保
育
料
の
無
料
化
」や
子
育
て
に
必
要
な
資
金

の
融
資
に
対
し
利
子
補
給
を
実
施
す
る「
子
育
て
支
援

利
子
補
給
補
助
事
業
」が
あ
り
、
仕
事
と
育
児
の
両
立

支
援
事
業
と
し
て
は
、保
護
者
が
疾
病
等
緊
急
ま
た
は

一
時
的
に
保
育
で
き
な
い
場
合
に
、24
時
間
体
制
で
特

別
保
育
を
実
施
す
る「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヘ
ル
プ
保
育
園
事

業
」が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、子
育
て
家
庭
支
援
事

業
と
し
て
は
、「
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」や
児
童
虐

待
を
未
然
に
防
ぎ
、
的
確
な
子
育
て
相
談
を
行
う「
子

育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
支
援
隊
事
業
」、新
規
事
業
と
し
て
、18
歳

未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
保
護
者
を
対
象
に
、

市
内
の
協
賛
企
業
か
ら
割
引
や
特
典
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
「
子
育
て
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
事
業
」

や
世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
、市
内
全
保
育
園
の
保
育

園
士
に
中
高
齢
者
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
）
を
１
名
配

置
す
る
「
保

育
園
士
雇
用

事
業
」
な
ど

の
子
育
て
支

援
に
関
す
る

事
業
が
積
極

的
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

 

防
災
対
策
特
別
委
員
会

 

少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

新
潟
県
中
越
大
地
震
に
お
け
る
震
災
時
の
対
策
、

そ
の
後
の
対
応

子
育
て
支
援
の
先
進
地
を
視
察

ファミリーヘルプ保育園を視察

急ピッチで災害復旧が進む旧山古志村
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環境にやさしい大豆油インキを使用しています。古紙配合率100％再生紙を使用しています

大小さまざまな8つの市町村が、平成

17年の2月1日に合併してから2年が

たとうとしています。初めは、「8つの市

町村が一つになる」ということで、不安

でいっぱいでした。

一つ一つの市町村ごとにさまざまな歴史や文化があるの

ですが、近ごろ新しい道路や建物が増え、古くからあった

個々の市町村独自の歴史や文化が薄れてきたように思いま

す。しかし、合併前の市町村にはなかった病院やいろいろな

施設が、白山市となり、利用できるようになりました。古い

歴史を守りつつ新しい歴史をつくり上げる中で、新しい建

物をつくるときは、私たちの意見を取り入れ、実行していっ

てほしいと思いました。

白山市民の意見を取り入れることによって、合併したと

きの不安が取り除かれ、「ああ、白山市になってよかったな

あ。」と市民が思えるような白山市になると思います。

山ろく5村が松任市、鶴来町、美川町

と合併して「白山市」になり、2年たち

ました。「白山市」とは、すごくいい名前

だと思います。白山は日本三名山の一

つで、その白山のある市に自分が住んでいると思うと、結構

うれしく思います。

しかし、僕の住んでいる白山市吉野谷は実際、何一つ変

わったことはありません。この吉野谷にはいいところがい

くつもあります。その一つは、下吉野の「吉野工芸の里」とそ

の周辺です。そこには国指定の天然記念物である「御仏供ス

ギ」があり、紅葉の季節になると、付近で美しい景色を見る

ことができます。さらに奥へ行くと、白山スーパー林道があ

り、とてもきれいな景観が広がります。

白山市は市全体の景色の良さが誇りだと思います。これ

から白山市の名が全国に知られるようになり、たくさんの

人たちにこの白山市の景色を見てもらいたいと思います。

私は白山市に望むことが一つだけあ

ります。

それは前と変わらない暮らしをした

いということです。

新しい施設などができて、いっぱい人が来て、たくさんの

人が白山市に来るということもすごくうれしいことだし、

望むことだけど、それによって森林がなくなったりゴミの

ポイ捨てが多くなって、山が汚れていったりして自然が壊

れていくのは、私にとっても嫌なことです。

ずっと自然に囲まれて育ってきた私にとって、街に行っ

て買い物をしたり、遊んだりすることもとても楽しいこと

ではあるのですが、やっぱり自然がないとリラックスでき

ません。

私は、自然を残すこと、それと山ろくの人たちがこれから

も住みやすくいられることが、今の白山市に望むことです。

子どもの声
よかったと思える白山市に　長野 円佳さん（鳥越中学校3年生）

白山市になって　鈴木 滉生さん（吉野谷中学校3年生）

白山市に望むこと　高橋 礼奈さん（尾口中学校2年生）

でいっぱいでした。

つで、その白山のある市に自分が住んでいると思うと、結構

新しい施設などができて、いっぱい人が来て、たくさんの

「白山市になって」をテーマに
山ろく地域の中学生から、ご意見をいただきました。

発行日／平成19年2月1日　発行／白山市議会　編集／議会だより編集委員会　事務局／白山市議会事務局庶務課
〒924-8688 石川県白山市倉光二丁目1番地　TEL:076-274-9580 FAX:076-274-8510
E-mail:gikai@city.hakusan.lg.jp　ホームページhttp://www.city.hakusan.ishikawa.jp/

　議会だより編集委員会は平成18年10月31日、11月1日の両日、埼玉県ふじみ野市、

宮代町（写真右）へ行政視察研修に行ってきました。視察研修において学んだことを取

り入れ、表紙をはじめいくつかのページの見直しを行いました。これからも、より読みや

すい紙面作りに努めたいと思います。

　これまで、市民の皆様方に参加していただきました「市民の声」のコーナーも、第7号

から「子どもの声」とタイトルを改め、市内の中学生からのご意見をいただくこととしまし

た。今回は山ろく地区の3つの学校から白山市、市政に対する思いを書いていただきま

した。（編集委員一同）

編

集

後

記
■編集委員会

委 員 長：古河 尚訓　副委員長：南 　清人

委　　員：小川 義昭、河原 秀昭、藤田 政樹、西川 寿夫

おわびと訂正
「議会だより第6号」の記事に誤りがありました。訂正の上、深くおわびいたします。
P7一般質問　宮岸議員　誤／企画財政部長　⇒　正／健康福祉部長


